






































































































































館が所蔵する民具約 3500件（総数約 5500点）について、すべて 1点ずつの写真と基本データが備
わっていて、これらが分類ごとに紹介されているものである。この資料整理には 10数年の歳月が
費やされている労作だ。このデータをベースに、その後の収集が展開して、同館と関連施設には、



















































































林業関連の収集品が多い。この分野を、 1耕耘・ 2田植・ 3肥培・ 4収穫・ 5動力・ 6藁仕事・ 7












































































Ⅰ　農林業 Ⅰ農林業 1耕耘（ 1）耕起、（ 2）砕土・代搔、（ 3）牛
馬耕・ 2田植（ 1）苗代、（ 2）田植用具　3肥焙・管
理（施肥）・ 4収穫（ 1）刈取・乾燥、（ 2）脱穀・調
整、（ 3）度量衡・（ 4）収納運搬・（ 5）精米　5動力 







Ⅱ　手工業 Ⅱ手工業：1紡織（ 1）材料（ 2）糸紡ぎ・整糸（ 2）





Ⅲ　諸職 Ⅲ諸職：1木輓・ 2大工・ 3壁塗（左官）・ 4屋根葺き 





Ⅴ　衣 Ⅴ衣 1和服（ 1）儀礼服・（ 2）平常着・仕事着・（ 3）
子供用着物・（ 4）帯、その他 537 691 1289
生活用具 3,202点
Ⅴ衣 2洋服（ 1）大人用・（ 2）子供用・（ 3）赤ちゃん
用
Ⅴ衣　3防寒服・ 4寝具・ 5雨具・ 6履物・ 7袋物・ 8
化粧・結髪・お歯黒・ 9裁縫・10洗濯　
Ⅵ　食 Ⅵ食　1炊事・調理（ 1）鍋釜・（ 2）笊籠・椀盥・（ 3）
調理具 335 1013 777
Ⅵ食　2飲食（ 1）櫃・（ 2）重箱・（ 3）膳・盆・（ 4）
椀・皿・弁当箱・水筒・杓子・箸・その他
Ⅵ食　3保存・醸造（ 1）桶・（ 2）甕・（ 3）豆腐作り 
・（ 4）味噌作り・（ 4）醬油作り・（ 5）その他　
Ⅵ食　4嗜好（ 1）酒・（ 2）煙草・（ 3）茶　





Ⅶ住　3設備（ 1）井戸・（ 2）風呂・（ 3）便所　
Ⅶ住　4家具
Ⅶ住　5防護（ 1）消防・（ 2）除雪・（ 3）暴風　
Ⅷ　運搬 Ⅷ運搬　1荷車・ 2橇・ 3川舟の櫂・ 4川舟のとも綱・




Ⅸ　社会生活 Ⅸ社会生活　1村のくらし・ 2嫁入り・ 3産育・ 4年中















真として 1枚に 5、6点も並ぶ場合があるが、だいたい写真 1点に民具 1点が紹介されており、細
かく数えると全点数約 5500点。写真付きの 1件を数えると約 3500件が収録されているが、第 1頁
の農耕具から、最後の社会生活の項目まで、図録にはひとつの種類とされるものに 1つの項目名が
与えられている。それらはすべて 1件として採用し、同じ種類とされるなかにも、形態に著しい違
いがあるものや別名が付けられているものは、そのつど 1件として追加することにして、全体で約
1300件の民具について、1件ずつ、その要素項目を次のように設定してリスト化した。
　まず管理情報として「図録頁・用途分類・写真番号・写真・項目名」、「モノ情報」として「全体
形、寸法（計測部位）、作用部形態、身体接触部の形態、作用部の素材・作り、支持部・付属品」
の欄を設け、「コト情報」としては、「使用対象物、作業目的、使用時の主な動作、働き、基本機
能」の欄と備考欄を設けた。
　これらの個別情報を資料 1点ずつのデータとして個別に抽出して一覧表の作成にあたったが、こ
のたび設定した項目に関しては、データの書き込みがなく、写真や実物で確認が必要なものが多
かったので、博物館スタッフや図録『砺波の民具』の編集に携わった安ヵ川恵子氏に助言をいただ
きながら記入した。なお、形態関連のモノ情報の項目をいくつも設定したのは、個別データの要素
ごとに、モノを観察すればわかる情報から、そのものを特定して検索ができるようにしたいと考え
たからである。 1点ずつの個別資料で示す情報には、文章のままを入れると、類似したデータを
「ソートする」ことが難しくなる。なるべく記号や単語レベルで示すなどして、表記がある程度の
種類に整理された規格性が保たれるように考慮した。
　しかし、民具の形態を、一覧表に比較可能な言葉で表現することは、至難の業であることを痛感
させられた。しかも、この作業には観察者の見方がおおいに反映する。プロジェクトメンバーに相
談しながらも、これは編者ひとりの判断で行わなくては、全体を統一的に表記できないと考え、独
断になることも承知で作業を進めることにさせていただいた。その結果、まずは「全体形」を読み
取ること。続けて主な構成部材ごとに形態を読み取る。これらを可能なかぎりシンプルな基本的な
形態で表現し、部材が組み合わさる場合は、その基本形態の「足し算」で示すことを考案した。い
わゆる「民具」の域をこえる「機械」といえるようなものは「複雑形」として当面の分析対象外と
することで対処させていただいた。
　一覧表の全体像がなんとかできてきた段階で、まずは形態と機能から並べなおして分析方法を検
討する作業にとりかかり、報告書にはこの「形態別」と「機能別」に整理し直したリストを示すこ
とにした。元表と「形態別」「機能別」の表は同一データを組み替えたため、内容が重複している
ことから、「機能別」では圧縮して印刷し、元表は付録の CDに収録した。できれば『砺波の民具』
の図録を入手していただき、内容を補足しながらご利用いただければ幸いである。
　これらの一覧表が、いわば本プロジェクトで最も時間とエネルギーを注いだ、成果物であること
をご理解いただければ幸いである。
　以上、前例のない試みをなんとか遂行できたのは『砺波の民具』という魅力的な集積に取り組め
たおかげである。各段階で浮上してきた具体的な課題こそが大きな収穫で、これをメンバーが共有
しつつ個別テーマを展開させた論文がこの報告書には寄せられているのでご覧いただきたい。
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